
 ４４日間の長い夏休みが終わり、子どもたちが矢作小学校に戻ってきました。９月２日（月）は、台風１０号

の影響により休校となりました。３日には、真っ黒に日焼けをしている子、背が伸びた子、少し眠たそうにして

いる子など様々でしたが、笑顔で元気に挨拶をしている子も多く、とてもうれしく思いました。 

 ３日の朝会では、私が夏休みに感動した言葉を紹介しました。それは広島の平和祈念式典での平和への誓い（子

ども代表）の子どもたちの言葉です。私たちにもできる平和への一歩として『一人ひとりが相手の話をよく聞く

こと』『違いをよさととらえ、自分の考えを見直すこと』『仲間と協力し一つのことを成し遂げること』と挙げ

ています。これを聞いたときに、矢作小学校の「目指す子ども像」につながっているなと思い、朝会で話すこと

にしました。矢作小学校の目指す子ども像は、『自ら考え、豊かに表現する子』『温かく、つながり合う子』『心

身ともに違いを認め合う子』です。一人ひとりが自分たちのできることを考えて行動して 

いってほしいです。 

 夏休み後は、心が不安定になることが多いと言われています。何か不安なこと、悩むこ 

とがあったときに相談できるのはとても大切です。（朝会でも話しました） 

そして学校や家庭では子どもたちがいつでも相談しやすいようにしていく必要があります。 

普段から子どもたちに寄り添い、温かい言葉がけができるようにしていきたいと思います。 

 地域の皆様には、いつも子どもたちの見守り等をしていただき、ありがとうございます。今後ともご協力をお

願いいたします。 
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多様な性と私たち～SOGI
ソ ジ

インクルーシブな学校環境づくりのために～ 

 夏休み中に矢作小学校の先生方は、人権教育の一環で「多様な性と私たち」というテーマの研修

に参加しました。当日は認定特定非営利活動法人ＲeＢit(リビット)の方に講師をお願いし、来て

いただきました。 

 「ＬＧＢＴＱ」というのは、皆さんも聞いたことがあると思います。副題にあるＳＯＧＩ（ソジ）

インクルーシブな環境とは、すべての人の性のあり方が包摂されていて尊重されている環境、一人

ひとりが「自分らしくいられる」「居場所がある」「味方がいる」と実感できる環境です。 

 ＬＧＢＴＱの方々が、学校の日常生活・学校行事で困っていることを聞き、それに対してどんな

ことができるか考えたり、授業実践としてできる工夫やクラスづくり環境づくりにできる工夫を学

んだりしました。今回の研修を受けて、多様な性についてきちんと知った上で教育活動を行ってい

くことの大事さを痛感しました。また、ＬＧＢＴＱの 

方はもちろんですが、あらゆる多様性を尊重 

していくことが大切だと感じました。 

多様性が当たり前の社会にしていけるように 

小学校でできることを一つずつ積み重ねて 

いきたいです。 

普通は…みんなは…

→私は… 

にする 

お父さん、お母さん

→保護者 

夏休みはどこに行ったの？ 

→どんなふうに過ごしたの？ 
多様なライフプラン、多様な

家族のかたちがあるよ  



 

 

防災について考える 

今年の夏休みは、防災について改めて考えさせられました。 

私だけでなく、どの方もそうだったのではないでしょうか。 

８月８日に日向灘を震源とする地震があり、南海トラフ地震臨時情報が出されました。そして

その次の日に神奈川県西部を震源とする最大震度５弱の地震が起こりました。昔からもうすぐ大

きな地震が起きると言われていたので、もしかしたら…と怖くなりました。それと同時に大きな

地震が起きた際に、命を守る行動はどうしたらよいのか、少しでも困らないように地震への備え

をどうしたらよいのか考えました。私たちは学校で子どもたちを預かっています。子どもたちが

学校にいる時間は、登下校も含めるととても長い時間になります。学校での防災対策も改めて考

え直さなければ…と強く思いました。一番心配なのが、登下校中に大きな地震があったときです。

矢作小学校では防災担当の先生を中心に登下校中に地震があった場合の対応策について話し合い

をしているところです。保護者の皆様には、避難場所・一時避難場所等をご確認の上、登下校中

等、子どもだけで外出しているときに地震が起きた際、どこで待ち合わせをするかなど、お子様

と話し合いをしてほしいと思います。登下校中に大きな地震が起きた場合は子どもたちの不安は

かなり大きいものになると思います。地域の皆様には避難誘導や安心できる声かけなどをお願い

したいです。小田原市や学校では、震度５弱以上の地震が起きた際の対応を改めて考え、準備が

でき次第、お知らせしたいと思います。 

また、今現在学校に児童用の非常時備蓄 

物資がありませんので、購入も考えていか 

なければならないと思っております。 

購入の際にはご理解・ご協力をお願いいた 

します。 

 

 

９月～１０月（前期）の主な予定 

 ９月５日（木）６年身体計測 

   ６日（金）３年身体計測 

   ９日（月）ぶんぶんタイムウィーク（～13日） 

５年身体計測 

        PTA運営委員会 15：00～ 

   10日（火）４年身体計測 

        Jアラート訓練 

   11日（水）２年身体計測 

   12日（木）1年身体計測 

   13日（金）防犯訓練 

17日（火）たんぽぽ級身体計測 

     タブレットウィーク（～20日） 

   19日（木）なかよし班遊び 

   26日（木）シェイクアウト訓練 

10月１日（火）委員会活動 

   ４日（金）ぴかぴかデー３・５年 

   ７日（月）ぶんぶんタイムウィーク（～11日） 

        ぴかぴかデー２・４年 

   ８日（火）学級懇談会 

   ９日（水）ぴかぴかデー１・６年 

   10日（木）給食終了 

   11日（金）前期終業式 

 

 

 

シェイクアウト訓練時の様子  


